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∫令千17年度事業計画」
[今子1,年度予算 |

譲可の経過及幌 言要旨 :

(1)円会 (司会)(,1米副会長)

(2)会長換拶  熊 谷会長)

(3)議長選出  (石村智幸氏)

(4)議事録署名人選出  (小沼樅■氏.守屋■離氏)

(5)総会成立の宣言

事務局より.本 日尻在の会員数は86世情.出席者 2叶帯及び委任状提出者は 61世

性の合計 82世‖で.規約第 15条及び 17条の規定に基づさ会員の 2分の l tt liの

出席があることから.本総合は有効に成立したとの報告がなされた.

譲事 :

(1)議案

'3=「
令和 7年度■員選任 (案 )」

新■員体

“

!で議事を進めるため護業第 3号から審議し.5期 日の役員 6名及び監査 1

名のうち事業役員 FI中懲明.」ヽ局 ■日奏の 2名が退工し.新たに1'業■員とし

て守屋■稚.坂雅人.′卜沼証香の3名 を選任.面|1会長を佐藤誠.事務局を賜来広樹とす
る選■する案について了承された.

(3),,告第 2号 [今和 6年度決算」

く会計より報告>
●

"16`F度
操1會金 ,902.800円

令和 6年度収入 il.586.949円 (町会贅.鐵 整備脇力企など,

今和 6年度支出 :862.6051」 (会談事務費.募 0な ど,

今和 6年度から7年度への機赳全 (674.3441Ч  となった.

く質 問 >
‐10■小山押氏 :町会員逝去にあた0香料についてユ長はどのように対応するのでしょ

5.議決事項 (

(1)報告第 1■

(2)報背第 2=
(3)監査被告

(4)議案第 1号

(b)議大第 2;

報,どお 嗜 認

襦

"ど
お 曝 認

報 ,・ とお リトが

興識なく原案の とお り可決

果護なく原案の とお り可決

(2)椒昔第 1,「 ′`和 6年度

“

茉活動報告」
く,務局より1籠告>
今和6年度は前年度と同じ■員体制で活動し.4月 のゴミわの増設.6月 と10月 の 2

回の満 活動.9月 の津波運動 |1練 .●和 7年 3月 ゴミステーションのカラス対策.備
品症の設置.死角禍認ミラー設置のほか.補助全の請求.寄付手続き.各種会議出席に
ついて報告き

'■

た.年度内の役員会開催回数は 12回 .

<質疑>な し

喘 和6年度事業活動報告」
[今:]6年度決算」



うか.

lll答 (石岡):近去の情報については.■員が師.を し.後 口役員よりご家族に||'″

お持ちしておりま,■ したがい.班長が対応することはございません.

(5)祗案第 1号 『今和 7年度事業詢 1」

<事業役員より説明>
Oゴ ミ編の設置選 備.カ ラス対策0町会だよりの電子間覧と超過HP.LINEの活用.

03月 .10月 のごみ恰い及び草刈り.0街灯.死角視ぶ ラーの設置.整備.0備品廊
の設ほと伽品の整備について報告された.

(6)祗業第2号 [令和 7年度
―
予算」

くヽ業役員より讀1月 >
収入 :].155.1'6円 呵 会費.協力金など)

支出 :l.155.196円 (コ ミ箱増設.常付など,純趣坤減はない見込み.

<質疑>な し

(7)敲案第4号 町 会■員のインセンティブ 働 機付け)について (案 )

く

'務
局より証

">今後の■員の泄い手を募り持統的に11会運営を進めていくため.11,会■員に対し午円 1

人
',た

り5.000円 を交通費等実費とヽ 1に支給する1崚皮約の改正を提え
く意見>
‐ Щ 平山氏・基本的には賛iじ.ただ.報酬を支綺している他の町会はお粂りの企画

や街頭啓発活動など実質的な活動や,業をもつと実施していると思われ

るので.■1会内での交流を実施すべきと思う
‐ 3班青柳曝 町会設立当時よりも高齢化が進んでおり.退職した方にも役員を担っ

てもらい少しずつ町内の交流する活動が増ぇてくれば文綺績をもつと増

額しても良いと思う.

回常 (熊谷):官公庁との交渉や議会合ヽの出席などそれなりの負担もあること.ま
た少頷ということで役員が,十 ち」1して対応していることもあり.今後の役員にな

る方に少 しは納得感をいただいて,う ていただけることを意図して報酬を設定

した.いただいたご意見も考慮しながら.今後行事など企画していければと思い

ます.

(4)喘■報告

く監すより報告>
令和 7 ni4月 9日 に会計1阪緯および,収書などの1襲係証果を監査 し.道 正に処理されて

いること認めたとことについて報告された.(蛉本監■人席のため代理で石同会計より)

く質疑> なし

(3)その他

0[広報立のデツタル化について」
1子会 P.LIl[Iの開設.,i長 さんの負担構減.環境^の配慮などから [広報むろらん」
の冊子配布要下についてアンケー トを実施.口答のあった

'4世
帯中 42匹帯から「冊

子希望jと のい1答があったことから引き続き従来どおり配布を継続します.

く質疑>
‐。 10,小 山田氏 ,広報誌のデジタル化について.電子版より|ll子 のほうか見やすい

ので継1紺を希望する.将来的に||1子がなくなる
'

|・1答 碑 谷):lll子の希望肛帯^の配布は継績する.配布がなくなることはない.



lり〔:|`山 氏 ,広報市

`」

布怖ンに応じて 働ヽ 苓が,.て いるのでは
'II「

会の予算として

は貴重な|に入である.

同幣 (開 米):配布を減らした分柿助0が減額となるのはご指摘のとおりです_

② 嗜 波1方災について」

令和6`16月 よ煉 地|`向 上1方災会主1耀の 中 渡防災推進会織」に毎
'1111お

し.9月 5

日に―斉逃輔 |111に も参加.令不17年度も同様の活動か
―
■定されている.今年度から

諄略撲晰拠 難路の設置などが進められることとなり.今後i,情 12が入り次■月知する.

(9)新f11=17介

咄 店者,1,[橘本氏.5■ ||1本氏 .6,∫ イill氏 .8,:li1ll氏 .10,I小山田氏

●●

(10)||1会

この議事録は11■ と|」連ないことを前

“

します.

イ輌 171'5'」 27日

会繊∫+74人

石 村 智 +

小 沼 確 i
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.人 守 屋 ■ ■

0「東地区』f会,■合会への加人について」

東地区町会連合会より改めて加入の打診があり.会員の意向を確認 したうえで回答す

ることとなった.

現状.同連合会が組織する自主防災会には津波防災が生命にかかわることであるため

求めにより参加している0'況だが述合会には加入していない.

く質疑>
‐ 4班久保氏 (東地区町会連合会に加入した場合のメリットは

'
|二1答 (闘米)漣令会からは け 供が参加する祭りなどの行事業化」吸 害叶等の相

互勝力・連絡体詢Jな どを説明されています.

<t兄等>
‐ 1班平山氏 (以前イオン 主ヽ車場で実施していた盆踊りなどは文地区町会連合会で開

催している行」の一つ.加人すると賀員や協贅0な どの負●が発生するこ

とから.これまで加入は断つている泄絆がある.

(熊谷,:他‖∫会では.吉,部 .婦人部など枝数の部があり.それに所属する方で企

画対応しており役員だけが対応しているわけではない社様である.

<卒識結果>

']入
によるメリット・デメリットを総合的に判断し.当町会としてはこれまで通つ述

合会^の力,人はしない方針とすることで可決され.後 日

'll局
から遮令会べ回答する

こととなつた.(6′20 連合会 羽立氏^回宵 (円米))
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④


